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突撃インタビュー

後藤匠代表に聞く
恒例の突撃インタビューも 23 回目となりました。今回は，株式会社 Libry の後藤匠　代表取締

役 CEO にオンラインでお話を伺いました。学習指導要領の改訂や GIGA スクールによる情報機
器の導入など大きな変化のタイミングを迎えています。起業に至るまでの想いやデジタル教材の活
用法，先生方・高校生へのメッセージを伺いました。

1 生い立ちと人生のテーマ
—まず生い立ちから伺えますでしょうか
生まれは千葉県です。幼稚園生のときに父
親の仕事の関係で関西に引っ越し，そこで
小学２年生まで過ごした後，千葉に帰って
きました。それから一人暮らしを始めるまで
はずっと千葉にいました。自分の人格形成の
エピソードがあって，千葉から大阪に引っ越
したときに，「東京のほうから人が来たぞ」
「かっこいい」という感じでチヤホヤされま
した。今度，大阪から千葉に帰ってきたと
き，大阪ではじゃんけんをするときに「じゃ
んけんぽん」ではなく「いんじゃんほい」と
言うと話すと，「面白いやつがいるぞ」と、ま
たチヤホヤされました。そのときに「人と違
うって良いことなんだな」と思い，マイナー
路線が好きになっていきました。スポーツだ
とハンドボールやヨットをやったり，人と違
う「起業」という道を選ぶことにつながりま
した。
自分の生き方を決める大きなきっかけに
なったのが小学 5 年生のときで，このとき
に人生を通して何をやりたいかが決まりまし
た。テレビ番組で発展途上国特集をやってい
て，当時の国連難民高等弁務官の緒方貞子さ
んの特集でした。私は勉強はできたが，あま
り好きではなかった。勉強はしたくないけれ
ども学校には通わさていて，一方で、テレビ
の向こうの子は学校に通いたいと言っていて
も勉強させてもらえないと泣いていた。それ

が自分にとっては衝撃的でした。テレビの向
こうの子どもは自分と同じくらいの歳の子で
した。学校に通わせてもらえないから毎年，
小学１年生くらいの内容を繰り返していまし
た。その子は何かの罰を受けてそうなってい
るわけではなく，家の手伝いをする必要があ
るため勉強がしたいのにできないという状態
で，私はそれがどうしても納得できませんで
した。それが自分にとってものすごく大きい
衝撃で，地球上にいろんな国があっていろん
な家があるのに，なぜ自分はこんなに恵まれ
た環境に生まれたのだろうか，と思ったとき
に「自分が恵まれた環境に生まれた理由は、
きっとこういう歪んだ部分を直すためなんだ
ろうな」と直感して，そこから自分の人生の
テーマが世界平和という形になっていったと
いうわけです。最初は，国際ボランティアを
目指そうと小学校の卒業文集にも夢として書
いていたんですけれども，中学高校時代にい
ろいろと国際協力なども調べていく中で，ボ
ランティアは世界中にたくさんいるけれど
も貧困問題の根本的な解決がなされていない
ことに疑問を感じるようになりました。貧困
問題というものが，自分が小学生の頃からこ
れだけ時間が経ってこれだけ多くの人たちが
ボランティア活動をしているのに，そもそも
解決されていないという部分に違和感をもち
始めました。その中でボランティアではなく
「社会の仕組みを変えることが持続可能な世
界平和をもたらす」ことになるのかなと考え
て ，ボランティアというよりはどちらかと
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いうと社会の仕組みを変えるという部分に興
味をもち始めました。大学時代に教育の個別
最適化と雇用のボーダーレス化によって世界
に平和をもたらせると考えたことが自分の人
生の軸になり，教育についての課題解決をす
るために Libryを創業しました。それが私が
起業するまでの大きな流れになっています。

2 学生時代と勉強
中学高校時代は市川高校の最後の男子校の
代で，のびのびと過ごしました。特に市川高
校の第三教育であるとか，「よく見れば なず
な花咲く 垣根かな1)」という学内でずっと言
われている言葉があるんですが，それは自分
の人格形成に大きく役立っています。自分で
自分を教育するというのが第三教育なんです
が，自分は自分で成長させていくものなんだ
と学校の先生にも教えていただきました。ま
た、人の良いところを見つけようという考え
方も自分の人生観に強く色を残しています。
先程、世界平和の夢の話をしましたが、中学
高校時代もずっと国際ボランティアのことば
かり考えていたわけではありませんでした。
中学時代はハンドボール部の部活三昧で，千
葉県選抜のキャプテンまでやらせていただ

1) 道端に咲く小さな花がもつ無二の美しさを詠んだ
松尾芭蕉の句。

きました。その後高校まで続けるんだよねと
言われ高校でもハンドボール部に入ったの
ですが，部活漬けになってしまい、自分の人
生がハンドボール一色になってしまうことが
怖くなりました。スポーツ推薦ではなく，大
学受験をして自分で自分の道を決めたいなと
思い，高校１年生のときに部活をやめて，そ
れからはガリ勉街道まっしぐらという感じで
した。特に市川高校のハンドボール部は強豪
で，夜まで練習していました。高校１年で部
活をやめたときに，全国優勝を狙っている仲
間に背を向けて、自分は大学受験をしますっ
て話になったので，少なくとも彼らが練習し
ている間は勉強して勉学で成果を残さない
といけないだろうと思い，ガリ勉少年が出来
上がりました。科目でいうと，数学や物理な
んかは非常に楽しいなと思っていて，やっぱ
り 1つの公式をいろんなものに適用していっ
て，数学でも幾何で解いたりベクトルで解い
たり，必ずしも解くためのルートは１つに定
まらないところや，1つの問題に対して複数
の視点からアプローチして何が一番美しい解
答なのかを探っていくのはすごく楽しくて，
1つの問題にめちゃくちゃ時間をかけて解く
というのが好きでした。受験が本格的になっ
てくると時間が重要になってきますが，高校
３年生の１学期までは、とにかく１問に時間
をかけようと思い，１日５時間とか丸１日悩
んでああだこうだと面白がっていたというよ
うに数学と向き合っていました。

—勉強と部活の両立という点で意識されたこ
とはありますか
あまり両立はできていなかったかなと思っ

ています。私はあまり器用なタイプではない
ので，このタイミングでこれをやるといった
らそれだけやって成果を残すという感じで
した。ハンドボールをやっていたときは、そ
れこそ授業中もフォーメーションのことを
考えていて、なかなか授業が手につかないこ
とも多かったです。試験期間中に一気に勉強
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して、試験に臨むような勉強の仕方をしてい
ました。最初，学生起業という形で就職活動
もやりながら会社もやりながら研究もやって
いて，３足の草鞋を履いてやっていました。
どれもなかなかうまくいかなくて，どうしよ
うかと本当に悩みました。結局、大学は休学
して就活もやめて，起業一本で成果を残そう
と，自分の時間を 100 ％集約していったら，
いろんなことが好転していきました。多分す
ごく器用な人はいると思うんですけれども，
私は１つのものにずっと没頭することによっ
て成果を出して次に行くという言うスタイル
でずっとやってきました。

—こういう勉強法が良かったというものはあ
りますか
科目にもよるかなと思うのですが，私は

「それが何の役に立つの？」みたいなところ
を考えるのがすごく好きでした。化学の先生
が「みんなトタンって何で汚いかわかるか？」
「トタンって汚いからかっこいいんだ！」み
たいなことを語られたんです。あれはイオン
化傾向がひとつ違う金属の合板で外側がすご
くさびやすくなっているんです。外側がさび
るってことは内側の錆を吸い取ってくれてい
るから。「だからトタンって外側から見ると
すごく汚いけど，それはその分内側を守って
くれているって証拠なんだよ！ トタンって
かっこいいよな！ でブリキは外見をきれい
にするために中はボロボロだからきれいだけ
ど、もろいんだよ！」と，こういう話をされ
ていたんですよね。それで「あぁ化学って何
か面白いなぁ。」と思いながらやっていまし
た。公民とか物理とかもちろん数学でも，分
かれば分かるほど世の中のいろんなことの解
像度が高くなって、世界が色鮮やかに見える
感覚がすごく楽しかったです。なので，「こ
れって何に使われているんだろう？」みたい
なのはもしかしたら効率的ではないかもしれ
ないですけど，そういうのを調べながら勉強
するっていうのが私はすごく楽しかったです

し、結局興味があるから忘れないので、学習
として効果があったのかなと思います。

—学校で学んでいる事が実生活でどのように
生かされているか調べながら学習するということ
ですか
そうですね。何か調べたり考えたりしなが

らというのは，普段の勉強のなかでよくやっ
ていました。よく分からないものには力が湧
いてこない。なので，分かれば分かるほど楽
しくなるというのが，私が勉強する楽しさで
す。「何のために勉強するんですか？」と高
校生に聞かれることがよくあります。そうい
うときは、「知識があるといろんな物の情報
量が増えていくんだよ。いろんな物の見方の
解像度が上がっていくんだよ。」みたいな話
をよくします。例えばピカチュウの絵があっ
て「これって何ですか？」って聞いたとき，
人によってはアニメのキャラクターって言う
し，人によってはポケモンって言うし，人に
よってはピカチュウって言う。それは全部正
しいんですけども，知っているからこそ「た
だのアニメのキャラクター」ではなくて「ピ
カチュウ」という情報を獲得できる。アニメ
でもポケモンでもピカチュウでも全部正しい
情報ではあるんですけれども，そこに含まれ
る情報って全然違いますよね。例えば、香港
の民主化デモのニュースがあったという情報
を聞いた時も、ただデモが起きていて物騒だ
なと思う人もいれば、民主化のために戦って
いる地域があるんだと思う人もいれば、毛沢
東や蒋介石などの中国成立の経緯などを理解
してあのデモを捉えることができる人がいま
す。どれも事実を正しくとらえ同じように勉
強をいっぱいしていると，今まで解像度が高
いと思って 8ビットで見ていた世の中が，64
ビットになって，256ビットになって，どん
どん解像度が上がってキラキラしてくる。私
は先生に恵まれたっていうところもあるんで
すけれども，勉強をしていく中でどんどん世
の中の解像度が上がっている感覚をもてたの
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で，なんかすごく勉強が楽しくてどんどんや
りたくなったっていうような感じですね。解
像度の粗い、モノクロの世界で生きたいか。
高解像度の色鮮やかな世界で生きたいか。そ
れを選ぶのは学習者自身なんです。僕はもっ
ともっと色鮮やかな世界で生きたいので、勉
強することは今も楽しいです。

—数学で思い出に残っている問題はあります
か。また，どのような授業をしてみたいというの
はありますか
私は確率がすごく好きだったので「ポリア
の壺」の問題にめちゃくちゃドハマりしまし
た。インターネットでポリアの壺の問題を調
べてひたすら解いてみたいなことを一時期
やっていたんですよ。確率漸化式がなんかす
ごく面白かったんですよね。なんか前のもの
が後に影響与えるというところとか。そのと
きは，そのときは，と無限に分岐があるのに
特定のものに収束するとか，そのポリアの壺
とか無限級数とか，確率漸化式と無限級数が
組み合わさった問題みたいなやつは好きだっ
たんですよね。あれ美しいなって。数学で好
きな問題は，整数とか確率といった具体的な
のものが好きですね。重たーい微積分の問題
とかも好きなんですけれども，知的好奇心を
くすぐられるのが確率と整数の問題で，具体
をとりあえずバーッと色々樹形図とかで書
きつつ共通性を見つけて，それを数式に落と
し込んでそれをもう 1 回具体のほうに適応
してみて…みたいな。仕事をしている中でも
いきなり答えが分かるもの，要はビジネス上
の公式が見えていることって少なかったり
します。でも，その具体的な事例とか，例え
ばいろんな人がこんなことを言っていたみ
たいな，そういう具体的な事例を集めてそれ
を抽象化して，また具体にしていくといった
具体・抽象・具体みたいな問題はすごく好き
でしたし，なんかそのトレーニング自体は生
きていく上でものすごく役に立っていると感
じます。公式を覚えて適用させるみたいな形

じゃなくて「まず具体例をかいてみよう」と
か「樹形図でかき出してみようか。」みたい
な感じで，手を動かしながら，それを抽象化
していくみたいな問題を子どもたちと一緒に
やれるといいなと，今話をしながらそんなこ
とを思いました。

3 大学時代の研究と最適化学習
私の大学の研究の話をさせて頂きます。私

の人生のビジョンの話になるのですが，私は
世界平和の礎になりたいという気持ちがすご
く強くて，その中で一人ひとりの可能性を最
大限発揮できる社会を作るということが具体
的にやりたいことです。

その中で「教育」という領域に関しては，
一人ひとりが自分の未来を前向きに想像しな
がら自信を持って未来を選択して生きていけ
るような社会を作りたい。「雇用」という領
域に関しては，住む場所，働く場所に関わら
ず，世界中の人と仕事の適切なマッチングが
行われ，世界中の人達がお互いにどこにいて
も信頼しあいながら働けるような社会を作り
たいという事が自分の中の大きな２つのミッ
ションとなっています。その中で自分のライ
フワークとして Libry を創業して公教育を
変えようと思っているのが１つ。特に、持続
可能な社会システムを創るために，「ボラン
ティア」ではなく「社会システム」を作る必要
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があると考えています。そのために人間の行
動原理をとにかく理解したくて，大学時代は
計量経済学や統計学，ミクロ経済学について
研究していました。大学院では，「雇用」につ
いて学術的に深めたかったので，face to face

でなくてもお互いの信頼関係が十分に醸成で
きるようなコミュニケーションシステムの開
発をしたいと思い，心理学の立場から遠隔コ
ミュニケーションにおける信頼関係の醸成プ
ロセスという研究をしていました。要は，ビ
デオ会議と顔を合わせた時のコミュニケー
ション特性の違いを分析しながら，その差を
埋めるためにどういう仕組みが必要なのか
という研究を大学院ではしようとしていまし
た。持続可能な社会システムを作るために人
間の行動原理を理解することが必要なので、
私は「ヘドニック・アプローチ」という手法
による非市場財の価値算定に興味を持ち、そ
の研究をしていました。例えばみなさんがこ
れから家を買うとします。このときに駅から
徒歩５分で築年数 10年，４ LDKで同じ間取
りであるとき，片方は線路沿いで頻繁に電車
の通る音が聞こえる。もう一方は閑静な住宅
街にある。その音以外の条件は全部同じとし
たときに、先生はどちらに住みたいですか。

—うるさくない方ですね
閑静な住宅街の方が良いですよね。ではこ
ちらの家賃が月に５万円高いとなるとどちら

に住みたいですか。
—５万円違うならば…もしかしたら線路沿い

を選ぶかもしれないですね
ならば，月１万円くらいの差ならどうで

すか。
—それならば，静かな方が良いですね。
そうですよね。そうすると，先生にとって

は，「静かな環境」が１万円以上５万円程度で
取引がされている形になる訳です。そういう
情報や統計データを色々と集めながら「静か
な環境」というものはスーパーマーケットで
販売しているわけではありません。そういっ
た、世の中で取引されていない財の価値算定
をする研究をやっていました。人は無意識の
中で合理的であり，何かを選ぶ際に意識をし
ていなかったとしても，何か理由があるはず
であり，それを統計的に解き明かしていくと
いうことは楽しかったです。実際に私が研究
対象としていたのは，東日本大震災に際して
液状化現象が起きたときに液状化現象が起き
たという情報が人の「住宅を買いたくない」
という気持ちに与える影響を距離と時間の関
数で分析することをやっていました。液状化
現象が起きた場所からすぐ近くの場所は，土
地の価格，住宅価格が下がる。でも 1 キロ
ぐらい先に行くとその影響はなくなる，みた
いなことを不動産鑑定士協会と一緒に東京都
の全不動産取引データを分析しながら，液状
化現象が起きたという「情報」が住宅価格に
与えた影響を評価する研究をしていました。
この研究は液状化現象を防ぐための工事が例
えば 2000億円かかるとします。それによっ
て液状化現象が起きないんだという安心感
によって生まれる社会的便益が 3000億円に
なります，といった話になるとこの公共投資
によって社会的価値が 1000億円プラスで出
るので、この公共政策の価値がありましたね
といったことを研究でやっていました。これ
はすごく数学を使うことでもあるんですけれ
ども，私はこの研究を通して「人間の意思決
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定プロセスを数学的に評価していく」といっ
たところはすごく面白いと思いました。大学
の学部の研究を通して制限はあれど、人間の
行動原理や意思決定プロセスを，数学的に取
り扱えることわかりました。だからこそ，本
当に社会を変えられるかもしれないと思いま
した。みんなが個人合理的に動きながら世界
を平和にする制度設計ができるかもしれない
と思い，自分の中でもすごく楽しかった研究
の情報共有をさせてもらいました。この研究
をやっていき教育に移っていったという流れ
です。

4 Libryのサービスと目的
—一人で勉強していると，詰まったらすぐ答え

を見てしまう子が多くいます。じっくり考えてと
いうところを指導していきたいのですが，コツの
ようなものはありますか
どうなのですかね，私も問題を見たときに
全て一から考えるというよりは，多くの問題
は自分の解法の引き出しを開けて解いていま
す。そういった解法は一定程度知識として習
得していたりします。だからこそパターンで
解ける問題は手続きになってしまうので，知
的好奇心がそこまでそそられないというこ
ともあるかもしれません。わからなかったと
き，考えなければいけない問題と，ある程度
有名問題，頻出問題になっていてパターンで
処理できるものがあると思っていて，パター
ンで処理できる問題は 1つの問題を解いてパ
ターンを習得したときに，少しだけ違う問題
を解いていきながら，解き方の定石みたいな
ものを身に付けていくところを意識すること
が大事かなと思います。なので，目の前の問
題を解くというよりかは，何のパターンなの
か，この問題とこの問題は似ているなといっ
たようなことを考えながら問題に向き合って
いくので，パターン処理の能力はつくのかな
と私は思っています。問題となるのはパター
ンがなかったり、パッと見てパターンが見え

ない問題ですよね。私は昔からパズルとかが
好きなタイプだったので，考えて「わかった」
というときのアドレナリンがぶわあって感じ
が分かるんですよね。あの快感がまた欲しい
みたいな感じでまた解いているところもあり
ます。考え抜いて解けたときの、詰まったも
のがパーンって開く感じというのを経験した
ことがあるかないかで全然違う気がするんで
すよね。簡単な問題をやってみて，解けたと
きに自分をたくさんほめてあげたり，人から
ほめてもらったりするような。太刀打ちでき
ない問題ばかりではしんどいので，ちょうど
いいレベルの問題があるといいですね。

—そういう設定を教員が提供するイメージで
すか
私も教壇に立ったことは多くないので偉そ

うなことは言えないですが，適切な知的強度
の問題を解かせて知的強度が高まってくる
と，たぶん１時間悩むみたいなところで解け
た感覚を得られると思うんですが，なかなか
知的強度がない状態でそれを求めてもしん
どいなというな気がしました。私も今 Libry

という形で個別最適化学習というところに向
き合っている理由はそこで，私自身は数学で
たくさん類題を解くのが好きだったというと
ころもあって，類似問題を探すのがすごく大
変だったということを経験しています。そこ
ら辺を全部データベース化して探せるように
なって類似問題を探すのを簡単にしたい，こ
れはパターン学習の話なんですよね。そこで
「世の中の問題全部データベース化してやろ
う」ということで Libryを始めたんですけれ
ども，アクティブラーニングという意味で言
うと，簡単すぎない問題，難しすぎない問題，
ちょっと頑張れば解ける問題っていうものを
統計的に明らかにして，どうすれば全国の子
どもたちに提供できるだろうかっていうのを
考えながら Libryを作っているところがあっ
て，私自身も子どもたちが「自分できるじゃ
ん」「意外とやればできるじゃん」という気
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持ちをどんどん高めていきたいがために，個
別最適化学習に興味をもってこの事業に取り
組んでいるという背景になっています。どの
レベルの問題を出題すればいいのかというと
ころもわからないし，丁度いいレベルの問題
を出題したところで，人の心に火をつけるの
は人だと思っているので，やはり先生の協力
も必要不可欠ですし，どうすれば，ちょうど
いいレベルの問題を私らみたいな「仕組み」
が先生方に提供させていただき，先生が子ど
もたちに火をつけてもらえるのだろうかと考
えています。そのいい役割分担ってどのライ
ンなのかというのはまだまだ私も追求してい
かなきゃいけない部分なので，先生方とも協
力して考えていけると嬉しいなと思っていま
す。結局，本当に子どもたちはなにが分かっ
てないのかというところは，例えば AIドリ
ルのように○×の結果だけで全部がわかるわ
けではありません。概ねこの辺りかなという
ところまで分かりつつも，子どもたちがなん
でこの概念を理解できていないのかというと
ころを把握するのは機械だと難しいと思って
いて，そういう意味でも機械と先生の融合み
たいなところが，子どもたちに寄り添った教
育を作っていくためには本当に必要なんだと
思っています。AI がやりすぎるみたいな話
でもなく，かといって全部「先生，後はよろ
しく。」みたいな話でもなく，いい協力の仕
方ができるといいと思っています。

—Libry のサービスについて詳しく伺えま
すか
Libryは全国の出版社さんと教科書会社さ
んと提携して，教材をタブレット端末で見ら
れるようにデジタル化し，それをただ電子書
籍にするのではなくて，1つ 1つの問題ので
きたかできなかったかの学習履歴のデータ
を取得しながら子どもたちに対して「じゃあ
次この問題解いてみようか」「ここ苦手なん
じゃないの」みたいにレコメンデーションを
しながら，これまで使っていた教材自体をよ

り効果的に使えるように支援をするサービス
になっています。
いきなり脇道それてしまうんですが，Libry

創業当初は，大学入試問題のデータベースと
して作っていたんです。自分で大学入試問題
の許可をもらって，大学に許諾をもらってき
て，それに自分で解説を作って，ネットで出
ている解答と見比べながら，「俺のほうがい
い解説作るよな」とかって思いながら。友人
と一緒に数千問くらいデータベース化をして
売るみたいなことをやろうとしていたんです
けど，当時大学生だった自分が学校の先生と
か塾の先生とかに「こんなサービス作ったん
で買ってください」と話をしに行ったときに
ですね，どこの馬の骨かもわからない大学生
が作った解説でうちの大事な生徒を教えられ
ないよって言われてしまったんですよね。た
だ，レコメンデーションの仕組みとか，復習
支援の仕組みの考え方はすごく面白いと思
うと，「子どもたちにとってただ入試問題の
データベースがあるだけだとあまり使えなく
て，要はこれ解いたら次これ解こう。みたい
な，道しるべのようなものが子ども達にはほ
しいんだよ」，と学校の先生に言われたんで
すよね。そのときに，「じゃあ先生，何のコン
テンツだったら信用できるんですか」と先生
に聞いたときに，それは教科書とか，問題集
と言われて，出版社さんのコンテンツが，い
かに学校の先生にとって信頼のあるものなの
かを知りました。そこからサービスを切り替
えて，全国の教科書会社さんとか，出版社さ
んの素晴らしいコンテンツを活かして，「そ
れをデジタル化しながらめちゃくちゃうまく
使えるようにしようぜ俺たちは」と考えて，
今の Libryの形になりました。なので，電子
書籍っぽい形になりながらも，ただの電子書
籍ではなくて，より学習に適した形になって
いるというのが Libry の仕組みになってい
ます。
今，Libryの画面が出ているのですがこれ
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が生徒用の画面になります。

Libryがすごく大事にしているのが「滑ら
か」というところです。教材をデジタル化し
ましょうと言ったときに，ただそれが元々の
コンテンツの良さが失われた１問１答式ド
リルみたいな形になってしまうとやっぱり学
校教育であるとか，自分が受験生だとしたと
きに学習に馴染まないなというふうに思った
んですね。なので「滑らか」という言葉を私
らはすごく大事にしていて，子どもたちがい
かに滑らかにこのサービスを使えるようにな
るかということを意識して作っています。ボ
タン一つで問題集の一覧を表示して，要はカ
バンをガバっと開いた状態にして，その中で
「今日はこの問題集を解こうかな」といって
クリックすると目次が出てくる。自分がどこ
までやったのかなどがわかるので「今日はこ
の章を解こうかな」とポチって押してもらう
と問題ページが表示され，電子書籍として見
ることができるという感じですね。本当に問
題集の紙面がそのままパラパラと見られると
いう感じになっています。拡大をしたり縮小
したりみたいなことができて書き込みができ
たりもする。ここまでは PDFビューワーと
あまり変わらないですけど，いざ「この問題
を解きましょう」といったときに問題の左上
のボタンをポチって押してもらうんです。そ
うすると問題が切り取られたページに移動し
てストップウォッチが勝手に動き始めるって
いう形になります。

子どもたちはこれを見ながら紙とペンで勉
強するんです。画面上で書き込むというより
は紙とペンで勉強するという感じになって
います。これは画面上で書けるようにしよう
よって話もあるんですけれども，タブレット
の１つの中に問題もあってそこにさらに解説
も書かなきゃいけないとなってくるとやはり
スペースが足りないなって正直私は思ってい
ます。特に，高校の物理や数学の領域は一定
のスペースが必要でこの上に書かせるって本
当にいいことなんだろうか，と思います。プ
ラスやはり最終的に今受験自体は紙とペン
で行われているので，だったらアウトプット
の部分は紙とペンでいいんじゃないの？ と
思っているところです。ここ最近はスタイラ
スペンを持つ子どもたちも増えてきているの
で，そこは変えていく必要があるのかなと思
いながらも Libry としては紙とペンで解く
というのを前提に作っている形になっていま
す。それで解き終わったらストップウォッチ
を止めて『解説を見る』アイコンを押しても
らうと解説が出てくる。これを見ながら○×
をつけていってもらうという形になります。
ここも「自動採点にしないの？」という話が
あるんですけれども，私はやはりコンテンツ
の良さみたいなところを活かすためには，問
題の中に図示問題もあれば証明問題もあるし
記述問題も「答えが合っていればいいんです
か？」って言ったらそうではない。やっぱり
途中式はちゃんとうまく書けているかといっ
たところも重要で，特に数学の問題の演習っ
ていうものを全部４択問題に変えるってい
うことは私はあまり良くないことだなと思っ
ています。それこそコンテンツの良さである
「出版社の人たちがここに証明問題を置いた
意味」っていうところを私はすごく大事にし
たいなと思ったので自動採点ではなくて自己
採点っていうスタイルをとっています。これ
は解説を見て答えは合っていたとしても「い
やこれめちゃくちゃ論理の飛躍があって×だ
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な」と思ったら子どもたちは×にすればいい
と思いますし，言ってしまえばケアレスミス
で「あーここ計算だけ間違えちゃったな」っ
てときに子どもたちが自分で「これは解け
たとしていい」というんだったら○でいいと
思っていて，その辺りの自由度を残すために
も自己採点というスタイルを私は取ってい
ます。そうして解いていくと，いつ，どの問
題をどれぐらいの時間をかけて解いたのかそ
れで合っていたのかどうかという学習履歴の
データがどんどん蓄積されてくるというわけ
です。そのときに紙で書いたノートも写真を
撮ってもらうと保存ができます。それで，学
習履歴のデータとこのノートが先生にも同時
に共有されるという形になっています。こん
な感じで問題をこれまでと同じようにカバン
をガバっと開いて問題集を選んでパラパラっ
てめくりながら，この問題を解こうと思って
ストップウォッチで計って問題を解いて自己
採点をする。これまでやっていた勉強をその
まま滑らかにタブレットの上に移すというこ
とを Libryではやっています。
学習履歴がたまると「似た問題探してき
たよ」とか「間違えっぱなしの問題だけ探し
てきてよ」とか「そろそろこの問題復習しよ
うよ」とか「ここ苦手なんじゃないの？」と
いった学習サポートがなされていくという形
です。『類似問題を探す』アイコンを押して
もらうと「あなたがさっき解いた問題」に似
ている問題が解ける仕組みですが，どうやっ
て類似問題っていうのを評価しているのか
というと，問題１つ１つにタグっていうもの
をつけていてそのタグによって問題の似て
いる、似ていないを判断する形になっていま
す。例えば，私は「場合の数と確率」が好き
なんですけど，確率って調べてもらったら確
率に関連するタグがバーってでてきます。結
構きわどめのやつだと先ほどお話ししたポ
リアの壺だったり，色の塗り方問題とかモン
モール問題とか数学の有名問題みたいなもの

を入れたりだとか，学習指導要領に書いてあ
るようないろんな公式とか知識みたいなもの
を載せています。私自身が高校の数学のいろ
んな問題集とか過去問を漁ってきて，それを
全部短冊に切ってこの問題とこの問題は似て
いるけどちょっと違うみたいなことをやりな
がら数学の領域を 1500個の要素に分けたん
ですね。それで 1500個の要素の組み合わせ
によって高校数学の問題はある程度説明でき
るはずであるというふうにして１つの問題に
つき 20 個とか 30 個とかの属性をつけなが
らこの問題を解くためにはこの公式とこの知
識とこのテクニックが必要ですみたいにタグ
付けをしています。
例えば，「２つの動点があって１つを止め

て片方動かす問題」とかをタグデータとして
付けて、そのタグデータに基づいてこの問題
とこの問題は似ているということを評価し
ながら類似問題を出しているという仕組みに
なっています。
学習が進み学習履歴が溜まってくると，ど

ういう知識によって構成されている問題が
合っていたのか間違っていたのかという学習
履歴のデータが子ども達の分どんどん溜まっ
てくる。そこでこれからって話になるんで
すけど「あなたは２次関数の中でもこのタイ
プの問題苦手だよね」とか「こういう知識が
使われている問題苦手だよね」といったもの
を統計的に評価していこうということを，集
まった学習履歴のデータを使ってやろうとし
ています。ざっくりと生徒向けっていう意味
で言うとそんな機能になっています。
一方で、Libryの先生用ツールはクラスや

学年ごとに一斉に宿題が簡単に出せて管理が
できるようになっています。出題する問題を
選んで、宿題の開始日と締切日を入れて送信
し，生徒は先生から配信された問題をどんど
ん解いていきます。先生側はで誰がどの問題
を合っていた，間違っていた，そもそもやっ
てない，といった学習履歴のデータが一覧で
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見られるようになります。それで各問題ごと
に解答率であるとか正答率を確認することが
できます。
また，生徒が解いた成果を一覧で確認する
ことができ，不正解の生徒のノートだけを収
集する，または正解の生徒のノートだけを収
集するということができます。さらに内容を
見て「途中式を書こう」といった指導もでき
ます。これらの内容が生徒にフィードバック
されて生徒も先生が指導してくれていると
いうことが分かり，作業も簡単になる。こう
いったものを作っています。先生方にとって
ノートを回収してコメントをするという作業
は負担ですし，なにより生徒もノートを先生
が見ている間は次の勉強ができません。こう
いった問題を解決することをねらいとしてい
ます。これが Libryの説明になります。

—Libry の具体的な活用例はありますでしょ
うか
授業の演習などで，生徒に課題を出した後
に実際に画面を見ると生徒がどこまで進んで
いるか分かることになります。ですので，実
際に机間指導で個別に見なくても生徒の進
捗がわかります。また生徒のノートをのぞき
込まずに机間指導をすることができます。ま
た，予習として課題を配信することができま
す。そして生徒にノートの写真を撮ってくる
ように指示します。その際にできたかどうか
ではなくて，内容が理解できたなら○をつけ
てきなさいと指導すると授業の最初に生徒の
理解状況が明らかになった状態で始めること
ができます。さらに別の事例ですが，基本課
題と発展課題を出しておくことで特に発展課
題に取り組んだ生徒を成績に加点していくと
いう形をとっている先生もいます。暇な時間
を作らせないような工夫になります。

—一問一問手作業でタグ付けをしているので
すか
はい。私は東京工業大学の学生ベンチャー
なんですが，優秀な大学生たち数十名に研修

を行い、タグ付けの作業を手伝ってもらって
います。AI なども出てきてはいますが、現
段階では優秀な人間が手作業でつけたほうが
適切な情報が付与できます。

—他にも開発における苦労はありますか
多くの課題が毎日ありました。例えば，組

織作りがまず大変でしたし，なによりも私が
教職についていないのでどこまで先生方の気
持ちに寄り添えるかという点も不安でした。
そして，教育の ICT化の速度が読めないとい
う点があります。私たちは 2017年にしっか
りとしたサービスを提供できるようになりま
した。そういった中で一人一台端末がしっか
りとした形で学校教育現場に用意されるのか
が見えないという点が非常に不安でした。同
業者は毎年企業形態を拡充していく中で，自
分たちは企業形態が変化しないのが辛かった
です。しかし，私は世界平和に寄与するとい
うことを理念に活動してきました。そう考え
るとこういったシステムは自分が作らなけれ
ば提供されることはないと考えていました。
できない理由を語るのではなく，やりたいも
のがあるのであればそれをやると決め，その
ために必要なことを考えるというのが必要で
あると感じました。世界平和のために自分が
必要だと思うものをやるしかないじゃないか
と考え続けました。つまり，テクニックでは
なくこの課題を解決するぞという強い意志が
必要であると痛感しました。私はいろんな課
題に直面したときに超えていけるのってテク
ニック以上にこれを解決しなければならない
んだっていう意思がすごく大事なのかなって
思っています。諦めてやめたところで教育は
良くなりませんので、「できない理由」を探
すのではなく、「前に進む方法」を探すこと
を大切にしています。
「大学入試問題データベースを作ります」

と言って学校に行ったら，学校の先生に「考
え方はいいけどコンテンツがダメ」って言わ
れたので今度は「良いコンテンツ」を集めに
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出版社に行ってくる。出版社のところにいく
と「会ったばかりの大学生に大事なコンテン
ツは預けられないよ」と言われて、今度はド
コモ主催の起業家支援プログラムに採択され
たり，東工大の認定ベンチャー企業になった
りして，「ドコモも東工大もうちの会社を信
用してくれています！」と言って、出版社と
最初はお付き合いさせてもらったりとか。要
は，どうやったら上手くいくんだろうと考え
て変えてまたチャレンジして，それを改善し
てまた次の壁にぶつかりに行くっていうの
をずっと繰り返している。そのときに壁に当
たっても諦めずにその壁を突破できる方法を
探しています。もう 1つは，私がすごく感じ
るのは本気で壁にぶつかりに行くと助けてく
れる人と出会えたりするものなんです。学生
起業って社会人経験が 1つもない中でわから
ないことだらけですごく不安なんですけど，
とにかく「私は教育を変えたい，世界を変え
たい，世界を平和にしたいんです」っていう
気持ちを周りにずっとぶつけ続けたら，助け
てくれる人もいっぱい出てきてその人たちに
支えられながらなんとかここまで連れてきて
もらいました。テクニック的なことではなく
根性論のようですが，でも本気でぶつかる諦
めないことの大切は実感しました。

—Libry の今後のビジョンを教えてください
直近で言うと子どもたちの教育データ自体
を日々の学習や指導に役立てることを進めて
いこうと考えています。子どもたちの学習状
況から教科書の正答率など指導の際に役立つ
ようなデータを提供したり，教育データを日
常的な教育活動に役立てていけるように進化
させたりしたいと思い，現在試行中です。
長期的な視点では私の夢である「一人ひと
り自分の可能性を最大限に発揮できる社会を
作る」ことを会社としてやりたいと思ってい
ます。せっかくこの世に生まれてきたのだか
ら全ての子どもたちに幸せになってほしい。
だからこそ私は「教育を変える」という選択

をしました。一人ひとりの可能性を認知させ
たいと思っており「自分はやればできる」と
いった自己肯定感をみんなに持ってほしい。
それを発揮できるような支援をテクノロジー
でしてあげたいです。そのための「可能性
の認知と発揮」を Libry で支援したいです。
「先月よりすごく成長しているよね」とか「君
が勉強していることはこんなことに役立つ
よね」といった会話を通して，「勉強するこ
とには意味があるな」「自分がなりたい姿に
進んでいるな」と子どもたちが認識すること
によって，自分には色々な可能性があるとか
やればできるんだという気持ちを全ての子ど
もたちに持ってほしい。それを支援できるよ
うに個別最適化学習を子どもたちに提供して
きたい。それがやりたいことです。今自分が
すごく興味を持っているのは自己調整学習と
か自己肯定感です。それを日常的な学習の中
で，学校の先生とテクノロジーを連携して実
現していけるのか興味を持っています。子ど
もたちが日常的に認知的な技能・知識を習得
していくプロセスの中で自己肯定感は調節さ
れるところもあると思います。勉強や学習か
ら子どもたちの自己肯定感や自己調整学習能
力を高める…Libryをそういう仕組みにして
いきたいです。

5 高校の先生方へ
—先ほどのお話の中で ICTの普及のスピード

の話がありました。千葉県の ICT の普及につい
て率直なご意見を頂けますか
率直に言うとですね，自分の出身地でもあ

り申し上げにくいのですが、47 都道府県の
中で五指に入るぐらい遅いイメージがありま
す。 ただ、今、PCやタブレットを活用して
いこうという方向に舵が切られたことは本当
にすごく大きい変化だとも思いますし，やっ
ぱり学校の先生たちにとっても大きい変化の
部分だと思います。まさにこれから先生が私
たち事業者も巻き込みながら、教育をどのよ
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うに良くしていけるかを考えていただきたい
です。また，そのときにタブレットを使うこ
とが先行するのではなくて，子どもたちの教
育をどうしたいからどうタブレットを使うの
かを考える必要があります。今大きく舵が切
られたところだと思うんですけれども，タブ
レット使わなきゃっていうところに踊らされ
るのではなくて，先生たちが本当は実現した
かった教育の中で，ただ時間がなくてできな
かった，情報が整理されてなくてできなかっ
たっていうものを，私たちみたいな ICT を
どう使って実現して行くのかを考えていただ
きたいと思っています。

—千葉県の先生方にエールやメッセージをお
願いします
先ほどお話したとおり，私はすごくたくさ
んの挫折とか失敗とか壁にぶち当りながら
なんとか前に進んできました。やっぱりタブ
レットを使い始めるなど環境がすごく大きく
変わる中で先生方もすごく不安なところもあ
ると思うんです。それでもこれからの世の中
新しい価値を作っていかなければいけない。
誰も答えを知らないところに立ち向かって
いかなければいけない中で，これは本当に願
いみたいなところなんですけども，是非先生
自身が高校生に「挑戦して失敗してそれでも
笑いながら改善して前に進んでいる背中」を
見せてもらいたいなと思っています。そこで
ICT の活用もそうですし，新学習指導要領
に基づいて観点別評価というところもそうで
すし，やっぱり全国の皆さんもまだまだ暗中
模索の状態で完璧にこなせていないんですよ
ね。それでも挑戦して改善していっている，
その挑戦をなんか楽しんでいる先生って私は
純粋にかっこいいなって思うんですよね。な
ので、失敗したって何度も挑戦すればよくて
「また成長すればいいじゃん。なんとかなる
よ。」って思えるかどうかって割と子どもた
ちの人生を左右すると思っています。ぜひ失
敗してくださいとは言わないですけれども，

失敗している姿みたいなところ，失敗しなが
らもきらきらと笑っている姿をぜひ子ども達
に見せてもらいと思っているところです。逆
に私は何でもスマートにこなす先生よりも、
そういう先生のほうがカッコいいなって思っ
ちゃうんですよね。是非失敗を恐れないでそ
の姿を子どもたちに見せてもらって「それで
もなんとかなるんだぞ！」と背中を押して子
どもたちを大人にしていってほしいです。

—最後に高校生に向けてメッセージを頂けま
すか
未来は明るい！
なぜならば，それは決まっているものでは

なくて私らで作ることができるからです。あ
る自治体で「日本の将来は明るいと思います
か？」と聞いたときに，数百人いる生徒の中
で手を挙げた子は 10 人もいませんでした。
理由を聞いたら「将来年金が貰えない」，「外
国人労働者が来て私たちの仕事がなくなる」，
「AIで私らの仕事がなくなる」といった TV

のコメンテーターみたいに「日本の未来は
暗い」と言っていました。でも 30 年後とか
50 年後の未来をそのおじさんたちは作らな
い。私ら若い人たちが作っていくんですね。
明るい未来を信じない人たちが作る未来なん
か絶対に明るくなることはないです。私たち
若い世代は未来がどうなるか予測するのでは
なくて，どういう未来を過ごしたいかイメー
ジしてそこに対して足りないものを埋めてい
くべきなんです，まだまだ作れるものだし変
えられる。年金問題なんて解決してしまえば
いい。未来を信じてない大人たちの意見を真
に受けて「日本の未来は暗い」みたいなこと
を言って悲観して暗いまま過ごすのではなく
て変えるしかないんです。だって、明るい未
来を過ごしたいじゃないですか。「明るい未
来を過ごすには何ができるんだろう？」と考
えながら変えればいいと思います。私は大学
生のときに「教育を変えたい」と思って出版
社さん全てを巻き込みたいという話をしたと
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きに，周りの大人全員が「そんなの無理だ」
と言いました。それでも何も持っていない
大学生が壁にぶつかりながら「変えたいんで
す！」って必死に動き続けたら，助けてくれ
る出版社さんや先生たちがやって来て Libry

を学校で使ってくれるようになりました。ま
だまだ、道半ばですがやればできる。壁にぶ
つかったなら迂回するか壊して、前に進めば
いい。「明るい未来を自分たちで作る，自分
たちが担い手なんだ」という意識をもって大
人になってほしいし，そういう視点で社会を
見てほしいです。

—長時間のインタビューありがとうございま
した。
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